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「鋼材のことならあらゆるニーズに
応える企業」をモットーに、広島か
ら沖縄までをカバーし、鋼材および
その他金属の加工、販売を行ってい
る。伊藤忠丸紅鉄鋼・新日本製鐵系
の会社である。

ソリューション導入の
経緯と概要
　豊鋼材工業株式会社の主体である溶断
事業では、従来、生産に関するさまざま
な情報が、紙の帳票による事後の実績入
力や、あるいは担当者の経験等に基づく
繁閑の判断と工程管理に依存していた。
したがって営業部門、経営者、さらに製
造部門内からも、工場の操業状況や受注
製品の進捗・計画状況はブラックボック
ス化して、お客様対応のレスポンスやさ
まざまな判断に支障をきたしていた。
　このような状況を打開するため、平成
17 年より工場内の無線 LAN 強化をは
じめ、各設備への Windows CE 端末、
無線ハンディターミナル、およびラベル
プリンタの配備と帳票へのバーコード出
力等の基盤整備を開始した。【図 1-1】
　Delphi/400 は、この基盤整備でリア
ルタイムに収集される情報を定量的かつ
直感的に利用する手段として導入した。
本アプリケーションは、生産・出荷計画、
進捗、履歴、山積み等の情報をさまざま

な角度から提供する参照系と、生産指示
や計画作成等の更新系の処理を備えてい
る。

開発の独創性・創意工夫
　新しいシステム基盤 Delphi/400 等の
導入により、従来は参照できなかった情
報がリアルタイムに抽出可能となった。
しかし、膨大な情報の中から、ユーザー
が着目すべき部分をわかりやすく、かつ
直感的に把握・操作できるようにしなけ
れば、使い勝手のよいシステムとは言え
ない。
　そのため、今回のアプリケーションで
は次のような工夫している。

① �DBGrid 表示データの中で着目すべ
き部分を着色表示、その閾値や色を
ユーザーによるカスタマイズ

② �DBGrid の着色（色相）情報を VB-
Report 色番号に変換し、Excel に出
力（VB-Report）

③ �DBGrid の選択行全体を強調表示

④ �Chart を使用したトレンド等の可視
化と、DBGrid 等との組み合わせに
よる詳細確認機能

⑤ �DHTML 形式の操作マニュアルによ
る、シミュレーション体験型ヘルプ
機能

⑥ Web ブラウザの活用
・�GoogleMap によるお客様地図の表示
（縮尺の異なる 2 段階表示）

・�ネットワークカメラによる簡易 Web
会議

・�ネットワークカメラによる工場の状況
確認

・�無料の Web 型リモートデスクトップ
ソフトによる画面共有

⑦ �BitBtn、SpeedBtn 等への画像表示
⑧ �DecisionGrid、DecisionGraph の 活

用

見える化への改善ポイント
　アプリケーション開発の独創性・創意
工夫について詳細を述べる。
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図1-1　生産管理システム再構築イメージ

図2-1　汎用のGrid着色関数呼び出し例
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① DBGrid の表示データ中で着目すべ
き行、セル、列あるいは特定のデータ内
容などに応じて、傾向管理や識別容易化
のために、OnDrawColumnCell イベン
トで着色判定用関数を呼び出している。
　この関数は、呼び出し元の DBGrid
の配列番号と項目を引数とし、DBGrid
ごとの判定ロジックにより着色要否や色
番号を返す。【図 2-1】【図 2-2】【図 2-3】
　これによりユーザーは、着目すべき行、
値の傾向等を直感的に把握可能になる。
着色の判定の閾値と色には、ユーザーが
入力した Edit の値や ColorBox で設定
した色により変更可能なものもある。【図
2-4】

② VB-Report の機能で、Excel 出力す
る際に VB-Report3.0 の色定数を指定す
る必要がある。これは、Delphi 側の色
をVB-Report3.0の色定数に対応させる。

【図 2-5】
　DBGrid 各セルの着色用関数から返さ
れる色の色相範囲に対応して、VB-
Report3.0 の色定数に変換する関数を作
成した。【図 2-6】【図 2-7】
　これにより、共通の着色ロジックでほ
ぼ同等に着色された EXCEL の表を得
ることが可能となった。

③通常 DBGrid では、選択行の左端の
三角マークと選択セル色の反転で識別さ
れる。だが項目数が多い場合にはわかり
にくい。
　OnDrawColumnCell イ ベ ン ト で、
TCustomDBGrid か ら 派 生 さ せ た
TAccessDBGrid での選択行と現レコー
ドのインデックスの一致判定により、着
色を行うことが可能になった。【図 2-8】

【図 2-9】

④ Query の動的 SQL で時系列に集約し
たデータを抽出し、ClientDataSet に
キャッシュされた状態で、DBCrossTab 
Source 経由で DBChart 上の系列に接
続している。
　グループ化基準、集計項目等は、ユー
ザ ー の 選 択 に 応 じ て、DBCrossTab 
Source の GroupField、ValueField 等
を動的に切り替える。ClientDataSet の
キャッシュデータをもとにしているた
め、瞬時に角度を変えてのデータ分析が
可能となった。

　また、1 つの Query の SQL で抽出さ
れたデータに対して、DataSetProvider
経由で複数の ClientDataSet を接続し、
各 ClientDataSet の Filter プロパティ
を個々に変える。1 つの Query で、複
数のグラフの一括表示を実現している。

【図 2-10】【図 2-11】【図 2-12】【図 2-13】
【図 2-14】
　さらに、グラフ上のダブルクリックで
共 通 の TeeCommander を 呼 び 出 し、
ユーザーが独自にグラフの書式編集、印
刷、コピー等をできるようにした。その
際、呼び出し元のグラフに応じて表示位
置を変更し、共有化を実現している。【図
2-15】
　グラフで全体感を確認した後に、系列
のデータの内容をドリルダウンしたい場
面も多い。グラフ上の該当部分をクリッ
クすることで、その要素情報をパラメー
タとして詳細を表示する機能を多く実装
した。【図 2-16】【図 2-17】【図 2-18】

⑤ TENDA 殿のマニュアル作成ツール
（DOJO） の 機 能 の 1 つ で あ る、
DHTML 形式の体験シミュレーション
型マニュアルを各機能ページ別に作成
し、社内の Web サーバーに保存した。
　 こ の 該 当 HTML を、 各 ペ ー ジ の
Image の ク リ ッ ク イ ベ ン ト で、
ShellExecute により呼び出せるように
した。【図 2-19】
　実際に操作する感覚で機能・操作方法
を習得できるため、学習効果が高く、マ
ニュアル配布、教育等の負荷を軽減でき
る。音声解説も付加可能である。【図
2-20】【図 2-21】
　なお、静的な HTML のマニュアル参
照、PDF 形式のマニュアルのダウンロー
ドも可能である。【図 2-22】【図 2-23】

⑥ Web ブラウザをコンポーネントとし
て組み込み、navigate メソッドで URL
を指定するだけで容易に任意の Web
ページを表示できる。この機能を応用し
て、お客様住所の GoogleMap 表示、ネッ
トワークカメラ映像表示、リモートデス
クトップ参照（操作）【図 2-24】を可能
とした。

・GoogleMap
　取得した Google Maps の APIkey を
記述した雛形の HTML の住所とお客様

名の部分のみを、データベースとの連動
により動的に置き換える。【図 2-25】【図
2-26】
　GoogleMap の各種コントロールの組
み込みは、Google Maps API の解説資
料を参照した。
　なお、地図ソフトでは目的地近辺の詳
細と全体感を確認することが多いため、
縮尺の異なる 2 つの Map を 1 つの URL
で表示可能とし、印刷も可能とした。【図
2-27】【図 2-28】
　住所情報が GoogleMap での検索に適
合しない場合（旧漢字等）は一部修正で、
再試行可能とした。【図 2-29】

・ネットワークカメラ
　映像は、設置したカメラに付与した
IP アドレスを URL で指定することで、
見ることができる（Web サーバー機能
内蔵による）。
　今回、各カメラの名称、IP アドレス、
アクセス権、接続可能時間等の基準を
データベース管理している。これにより、
ユーザーに応じて使用条件をコントロー
ル可能にし、プライバシー、ネットワー
ク負荷等へ配慮した。また、アクセス中
の対象者がわかるように、アクセス状況
もデータベース管理している。【図 2-30】
　Web 会 議 と 工 場 状 況 確 認 は、
ComboBox でカメラを切り替えること
で汎用的に使える。【図 2-31】
　なお、Web 会議の際には、簡易な IP
電話会議機器を併用する。

⑧ユーザーのフォームからの項目選択に
より、任意の分析を可能とした。ただし、
レコード件数が多い場合は、次元数によ
りメモリの使用量が大きくなり、実用レ
ベルでは使えなくなる。項目選択数上限
を設定している。【図 2-32】【図 2-33】

教訓・知見と今後の予定
　Web ブラウザで Web 画面をコンポー
ネントとして組み込めるということを、
Delphi を使い始めて 2 年近く気づかな
かった。同様に、有効な機能を持つコン
ポーネントで知らないものが多くあると
思われる。
　また、標準では付属していないが、有
効利用できる可能性があるものも確認で
きた。
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図2-2　DBGridの着色関数の例

図2-3　DBGridの着色の例
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　これらについて Study し、レベルアッ
プを図りたい。

エンドユーザー評価
●印刷帳票からExcelに手入力したデー
タをもとに定期的に作成していた（また
は、できなかった）指標の長期・短期の
最新トレンドグラフが、人の手を煩わす
ことなく確認できる。
　資料作成、データ取り込み等の手間も
大幅に軽減できた。

●工程進捗状況が、DBGrid の色分けに
より、データの値を見なくても確認でき
る。対応を迅速に行えるため非常に有効
である。

M
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図2-4　Grid着色の閾値、色を設定可能とした例

図2-5　VB-Report3.0の色番号例
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図2-6　EXCEL出力用の色番号取得用関数呼び出し（抜粋）

図2-7　同等の色相のVB-Report色番号に変換する関数
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図2-8　DBGridの選択行着色例

図2-9　選択行着色の処理コード部分抜粋
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図2-11　複数種グラフ連続作成の基本処理部分

図2-12　複数種グラフの表示項目連続切替えの処理例

図2-10　複数種グラフ連続作成のためのコンポーネント接続イメージ
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図2-13　グラフ一括表示の例

図2-14　グラフの表示項目一括変更の例
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図2-15　TeeCommander呼び出しの例

図2-16　系列要素クリックでのデータ表示例-1
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図2-17　系列要素クリックでのデータ表示例-2

図2-18　系列要素クリックでのデータ表示例-3
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図2-19　マニュアル呼び出し方法例

図2-20　DHTML形式のシミュレーション型マニュアル初期画面例

図2-21　DHTML形式のシミュレーション型マニュアル操作例
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図2-22　静的HTML形式のマニュアル初期画面

図2-23　共通機能の説明ページ初期画面
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図2-25　お客様住所のGoogleMap表示処理フロー

図2-24　リモートデスクトップ機能表示例
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図2-27　お客様住所のGoogleMap表示例

図2-26　お客様住所を表示するHTML記述部分（雛形）
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図2-30　ネットワークカメラ表示に関する管理イメージ

図2-28　WebBrowserの印刷処理記述

図2-29　map表示不能時の住所内容編集、再試行手段
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図2-32　DecisionGrid（Graph)の集計項目設定フォーム例

図2-31　ネットワークカメラ表示画面例
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図2-33　DecisionGrid（Graph)の使用例
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